
ヨ
ウ

寺
に
佐
L
、
館
長
元
年
浮
住
寺
に
退
い
た
が
、
正
和
一

C

C吉
野
羽
の
永
光
寺

l
一
兆
弘
三
年
間
二
月
後
似
醐

一
と
し
て
削
似
逝
却
に
梢
せ
ら
れ
た
給
旨
が
、
同
年
三

二
年
滋
野
信
直
の
裂
欽
訴
組
忍
尼
か
ら
能
耳
切
酒
井
保
一
夫
自
主
隠
岐
を
出
で
給
ふ
や
、
設
良
親
王
は
辿
・
り
に
令

一
且
に
あ
る
べ
き
型
闘
が
な
〈
、
之
に
反
し
て
給
旨
を

内
一
山
を
悩
入
せ
ら
れ
て
設
に
伽
院
を
創
立
し
、
永

一
回
目
を
諸
闘
に
下
し
て
官
軍
の
伐
に
力
を
殺
さ
ん
こ
と

一
在
日
な
も
の
と
僻
す
る
に
は
勅
聞
の
時
日
に
誠
謬
が

光
寺
と
命
名
し
た
o
是
よ
り
永
光
寺
は
日
本
山
国
洞
宗
一
を
捻

L
、
名
一服

E
剥
を
し
て
破
防
の
利
涯
を
祈
念
せ

一
あ
ろ
筈
で
あ
る
o
永
光
寺
の
宅
政
に
苅
の
如
き
矛
盾

第
三
本
寺
と
糾
し
た
o
第
三
寺
と
は
永
平

・
大
莱
に

一
し
め
給
う
た
o
永
光
寺
腕
磁

『
能
宥
附
永
光
寺
。
右

一
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
即
刻
給
首
な
る
も
の
も
、

次

r、
の
窓
で
あ
る
o
能
阜
県
名
跡
志
に
、『
洞
谷
山
永
光
一
寺
、
可
致
御
祈
彪
綿
織
、
令
御
阪
成
就
者
、
笛
凶
若

一
亦
甚
だ
釧
劣
に
し
て
文
認
の
遜
徹
せ
ぬ
も
の
で
あ

寺
は
臨
制
宗
祭
山
和
向
の
側
謀
、
後
舵
翻
天
山
訟
の
勅
一
部
保
、
可
有
御
出
川
鵡
川
市
寺
之
閥
、
可
縦
突
問
者
、
依

一
ろ
。
之
に
糾
却
す
る
総
持
寺
側
で
は
、
出
仙
川
遊
抑
制
に
術

顧
問
に
し
《
J
1
Y

4
(
比
い
は
在
郷
田
巴
知

七
イ
五
ヶ
村
寺
領
一
二
ロ
山
親
王
令
回
目
、
紋
如
件
。
一
苅
弘
三
年
四
且
一
日
左

一
せ
ら
れ
た
原
凶
を
、

濁
肋
間
同
一
帯
封
の
功
の
み
に
郎
せ

あ
り
て
、
=
一市
町
石
と
あ
り
o
大
伽
肢
に
て
今
一
山
に

一
少
将
。
』
と
あ
る
は
こ
の
際
の
も
の
で
、
抗
月
北
保
氏

一
ず
し
て
、
中
宮
安
産
の
祈
誠
一
走
行
う
た
法
験
に
よ
る

れ
舵
あ
hJ
。
往
来
よ
ふ
り
少
L
P
H
れ
ば
槻
脅
あ
り
。
館

一
が
亡
び
た
か
ら
、
入
且
十
三
日
先
の
令
国
田
宇
一
氏
行
し

一
と
な
し
、
元
亨
二
年
八
月
官
八
日
給
出
回
世
賜
は
っ
た

凶」
l
=
一
番
の
札
所
に
て
、
間
活
院
と
去
ひ

L
也
o

H
ハ
一
て
若
部
保
を
寄
進
し
給
う
た
こ
と
、
亦
同
寺
の
文
部

一
と
寸
る
が
放
に
、
巾
{
呂
御
瑳
の
こ
と
の
有
無
は
明
ら

苛
祭
山
和
衛
行
闘
の
折
、此
堂
に
夜
を
明
し
給
ふ
に
、
一
に
見
え
る
o
然
る
に
建
武
二
年
足
利
徳
氏
の
飯
品
川に

一
か
で
な
い
に
し
て
も
、
之
を
日
附
か
ら
見
て
永
光
寺

制
笠
門
の
告
に
て
稜
山
有
b
L也
O

此
常
よ
り
は
寺
へ

一
よ
っ
て
扱
す
る
や
、
能
殺
の
人
心
之
に
傾
き
、
館
氏

一の
如
き
破
綻
は
な
い
が
、
そ
の
給
旨
な
る
も
の
は
亦

七
町
計
り
あ
り
o
共
時
付
敬
院
の
地
な
り
し
に
、
山

一
か
ら
は
安
掠
献
を
士
卒
と
寺
祉
と
に
奥
へ
て
私
恩
壮

一
永
光
寺
と
等
し
く
阪
本
で
な
い
弱
紡
が
あ
る
こ
と
を

訓
あ
り
て
此
山
を
和
向
に
典
へ
け
れ
ば
、
此
所
に
一

一
日
っ
た
。
永
光
寺
所
政
『
元
弘
以
来
被
牧
公
也
寺
領
、

一
括
れ
ぬ
。

宇
軒
並
て
住
み
給
ひ
し
に
、
和
向
の
徳
行
四
方
に
怨
一
部
常
知
行
之
航
、
如
元
不
可
有
制
也
之
肱
如
件
。
建

一
(
四
〉
永
光
寺
住
持

l
永
光
寺
が
出
川
遊
お
た
る
こ
と

い
て
、無
税
大
寺
と
成
る
。
勅
使
等
度
均
成
・り
し
が
、
一
一
武
=
一
年
九
且
引
八
日
在
判
(
命
氏
J
o
猿
戸
永
〉
光
制
寺

一
そ
宅
張
ず
る
是
非
山
直
付
之
を
別
問
題
と
し
て
、
資

巾
凶
の
兵
乱
に
炎
上
し
て
、
今
は
叫
品
目
時
の
十
ヶ
一
に

一
長
老
。
』
と
あ
る
も
の
位
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
永
光

一
際
賞
置
に
よ
っ
て
高
耐
の
仰
や
-
附
次
出
刊
せ
し
め
て

も
お
よ
び
が
た

L
O
B内
・給
盲
・
抑
衣
等
の
京
も
皆
一
寺
は
是
よ
り
勉
氏
の
お
に
法
力
青
山
川
〈
し
、『
逆
徒
一
巡

一
ゐ
た
。
是
止
り
て
山
間
山
島
市
山
初
日
明
、
二
代
明
峰
支
哲
、

此
寺
に
あ
り
し
を
、
山
師
寺
凹
判
餓
山
和
向
惣
持
寺
へ

一
治
一
耐
諮
京
、
近
日
可
制
懇
丹
之
紋
如
判
。
以
和
二
年

一
三
代
無
挺
明
日
供
、
四
代
餓
山
総
郎
、
武
代
旅
路
一中
間
、

砂

L
給
ひ
て
、
今
誕
大
の
巡
ひ
也
。
飯
山
和
向
は
惣

一
八
月
二
日
在
判
円
借
品
氏
〉
。
永
光
制
寺
住
持
。
』
と
い
ふ

一
六
代
松
山
伊
旨
淵
、
七
代
及
室
了
光
、八
代
無
跨
良
細
川
、

持
寺
に
て
は
ご
枇
也
。
笛
寺
に
て
は
四
利
也
。
併
し
一
如
き
曲
目
劇
加
を
受
け
て
ゐ
る
。

一
九
代
初
翁
起
訴
以
降
元
利
年
間
に
討
しる
ま
で
に
四
一
白

今
も
認
堂
立
前
ぴ
て
、
寺
領
ご
イ
石
、
閉
山
地
に

L
一会一
U

出
附
道
場
l
総
待
寺
の
賜
紫
出
帆
遊
説
た
る
こ

一
七
十
三
川
を
お
し
、
長
き
は
一
間
乃
雫
数
回
住
と
い

て
仙
制
使
締
叫
す
あ
0
0
酬
は
物
品
々
あ
り
。
巾
に
も
禁
制

一
と
そ
常
川
町
す
る
に
到
し
て
、
永
光
品
廿
も
亦
祭
山
約
時

一
ふ
も
あ
っ
た
が
、
飽
き
付
似
か
に
三
日
佐
な
る
も
あ

よ
り
御
預
け
の
限
耶
夫
人
の
御
骨
あ
り
。
是
は
天
子

一
が
総
待
寺
に
晋
山
し
た
よ
り
も
前
、
元
計
千
一
苅
年
三
且

一
旬
、
そ
の
他
伯
佐
と
抑
制
す
る
者
も
あ
っ
た
こ
と
は
、

の
剣
宮
制
尼
の
、
此
寺
を
郎
依
あ
り
て
山
よ
あ
ふ
り
し

一
世
八
日
の
給
買
に
よ
っ
て
出
問
滋
樹
た
る
こ
と
そ
阻

一
間
寺
の
入
脚
阪
に
依
っ
て
知
ら
れ
、
こ
の
間
寺
務
は

御
地
物
の
廊
。
此
尼
公
は
此
山
大
日
一
那
に
し
て
、
額

一
執
し
た
が
、
こ
の
給
国
固
な
る
も
の
は
現
に
鮮
へ
る
も

一
末
院
か
ら
始
時
世
に
を
山
し
て
之
を
賀
し
た
も
の
と
忠

和
俗
へ
あ
り
。
又
一
宗
五
山
間
山
の
骨
あ
り
。
餓
山
利

一の
で
な
く
、
唯
同
寺
の
中
興
統
犯
と
椛
す
る
訟
に
、

一
は
れ
る
。
然
る
に
四
百
七
十
一一一代
の
次
に
隊
三
文
明
骨

肉
九
俗
、
の
時
訟
賊
た
り
し
血
万
・
女
の
援
等
あ
り
。

一
長
松
寺
の
関
山
松
山
宮
田
加
が
永
光
寺
に
仙
せ
る
際
、

一
が
あ
っ
て
、元
利
三
年
に
入
院
し
立
永
元
年
に
及
び
、

県
外
は
略
す
o
叉
十
町
山
奥
に
祭
山
和
向
の
箆
副
石
一
不
幸
に
し
て
之
を
紛
失
し
た
と
註
し
て
、
ヲ
て
の
お
と

一
初
め
て
濁
伎
の
制
と
な
っ
た
o
或
り
い
ふ
O

前
悶
利

あ
り
、
名
所
也
o
五
閉
山
の
塚
あ
り
o
羅
漢
影
向
樹
一
い
ふ
も
の
を
載
せ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
o
H
つ
元
亨

一
家
の
邸
依
倫
大
活
圭
徐
は
金
抑
貧
困
寺
の
閲
組
で
あ

と
で
大
木
あ
り
o
境
内
に
十
境
あ
り
、
祭
山
利
簡
の
一
元
年
入
月
後
醍
醐
天
日
子
が
祭
山
総
慨
に
肋
間
ψ
・防
は

一
っ
た
が
、
そ
の
法
脈
餓

八
八
九

そ
興
L
、
滅
後
は
出
仰
道
場
hr-総
持
寺
に
の
み
限
ら
一
一

れ
、
鎚
に
明
降
板
た
る
永
光
寺
の
寺
巡
表
問
闘
を
招
〈
一
一

に
苦
い
っ
た
の
で
あ
る
と
。
こ
の
口
仰
の
災
込
は
知
ら
一
一

れ
ぬ
が
、
後
に
明
降
板
で
は
陽
三
文
携
を
憎
む
こ
と
一
一

甚
だ
し
く
、
建
に
彼
を
刊
代
か
ら
除
い
た
o
次
い
で
一
一

四
百
七
イ
四
代
納
史
大
汲
よ
り
主
山
長
祝
・久
外
相坑一
一

良
・風
谷
呑
奨
・然
崎
京
協
・
市
山
山
林
松
・
来
安
務
似
・
一一

空
外
恕
遼
・徳
器
防
様
天
山
容
樗
・天
津
順
等
・中山初出一
一

安
宅
・春
山
泰
陽
:耐
峰
道
良

-m外
天
海
道
果
・郎
防
一
一

太
白
・
良
雄
快
ヰ
・
魯
充
存
亮
・
魯
堂
態
様
・
石
史
徹
一
一

閥
・博
遊
山
刷
鹿
・
徳
隠
恕
辺
・峨
お
良
舟
・
略
的
諜
文
・
一一

判
外
心
且
務
陽
・枇
僻
南
京
・日
山
銭
輪
・
一
諮
問
問
・
一
一

組
問
鈍
午
を
終
て
諜
滋
本
光
に
奇
心
っ
た
。
一
保
能
付
島
町
一
一

山
よ
り
筑
百
一
代
に
笛
る
も
、

T-老
時
の
-帥
盟
問
天
武
一
一

如
限
よ
り
撒
へ
て
改
め
て
五
百
五
代
と
務
し
、
後
台

一一

山
閥
方

・
佼
売
却
阻
彦
に
南
北
り
明
治
則
に
入
っ
た
。

一一

ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
カ
イ
ソ
ウ
リ
ヤ
ヲ
キ
示
光
寺
開
創

一一

路
記
一
加
。
胞
島
郡
福
井
村
永
光
寺
開
附
以
狭
山
一
一

泊
革
、
隠
刊
下
賜
の
給
回
目
・宣
言
・令
首
、
武
家
の
政一
一

軒

臨

す

を

記

蹴

し

て

あ

る

。

一

一

ヨ
ウ
サ
イ
シ
コ
ウ
容
師同詩
稿

四
谷
。
際
川
椛

一一

正
諮
。
務
省
が
詩
賦
の
斧

H
常
務
家
に
求
め
た
町
内一
一

政
稿
で
、
第
一
容
は
天
保
イ

一
年
の
氏
子
袋
、
第
一
一
一
一

容
は
十
二
年
の
半
引
集
、
第
三
容
は
安
政
元
年
の
巾

一一

寅
集
で
、
大
島
柴
垣
・山

m新
川
・野
口
問
脇
町
批
知
一
一

昨
献
が
加
へ
ら
れ
、
第
凶
容
は
錨
出
版
制
と
闘
し
、

一一

安
政
二
三
日
開
中
大
坂
の
藤
将
来
殴
に
従
遊
中
の
作
を
一
一

鎮

め

て

あ

る

。

今

抑

制

本

党

側

へ

る

。

一

一

ヨ
ウ
シ
ヤ
メ
ン
用
捨
克

4
ヒ
キ
メ
ン
引
見
。
一
一

ヨ
ウ
シ
ュ
ン
イ
ン

陽

春

院

加
到
沼
市
第
一
一
一代

一一

前
出
利
慌
の
子
訟
蜘
の
法
鋭
。
祥
し
く
は
陽
春
院
当
一
一

怒
宗
伯
制
定
尼
。

ヨ
ウ
シ
ヨ
用
所

大
山
出
寺
山
柿
で
、
老
原
等
油
部


